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１．まえがき 

画像中の人物の向きを知ることは重要である．例えば，ITS 
の分野では車載カメラを用いて歩行者を検出するシステムに

おいて，検出された人物の向きが分かれば，自車の進行方向

や速度を考慮することで，衝突する可能性の高い歩行者を優

先的に警告することが可能になる．既知の物体の向きを推定

する手法としてパラメトリック固有空間法(1)がよく用いられ

るが，この手法を不特定人物の向き推定に応用した例はあま

りない．そこで，本報告ではパラメトリック固有空間法を用

いた不特定人物の向き推定について検討する． 

２．人体向き推定手法 

パラメトリック固有空間法は 2次元画像の照合により 3次
元物体の認識と向き推定を行う手法であり，向きの変化によ

って連続的に変化する 2 次元画像を固有空間上の多様体で表
現する．学習段階では物体の画像集合から固有空間を計算し，

固有空間上で多様体を構成する．認識段階では入力画像を固

有空間上の点に投影し，その点に最も近い多様体上の点を求

めることにより，物体の認識，向き推定を行う． 
本報告で検討する向き推定法について説明する．学習段階

では，まず様々な人物，様々な角度の全学習画像に対する固

有空間を求める．そして各角度の学習画像の平均画像を固有

空間上に射影し，射影した平均ベクトル間を 3 次スプライン
補間することで多様体を構成する．認識段階では，入力画像

を学習段階で求めた固有空間上に射影し，多様体上の最も近

い点に対応する角度を入力画像の推定角度とする．  

３．実験 

＜3・1＞実験概要  実験には，各人物について 15度ごとに
360度回転して撮影した画像 24 枚を 21人分，計 504 枚用い
た．画像サイズは 100×320pixelで，人物領域のみを人手で切
り出した．画像の例を Fig.1に示す．また，撮影時の照明変化
による影響を吸収するために，各画像は画素値の二乗和が１

になるように正規化を行った．これらの画像を用いて，

leave-one-out 法によって推定角度の誤差を評価した．なお，
固有空間の次元数は，予備実験の結果から 24次元とした． 
＜3・2＞実験結果と考察  推定角度の誤差のヒストグラム

を Fig.2に示す．推定角度の誤差が 15度以内に収まった割合
は 68.1%であった．Fig.3は各人物の 0度，30度の画像，なら
びにそれらの角度に対する平均画像を固有空間上に射影した

ものである．Fig.3より，人物の角度による見えの違い（平均

画像間の距離）よりも，人物の違いによる見えの違いの方が

大きい場合が多いことが分かる．これは，人物による服装の

違いが主な要因の一つと考えられ，今後検討の余地がある． 
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Fig.1. 使用した画像の例 
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Fig.2．推定角度誤差ヒストグラム 
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Fig.3．学習画像の固有空間上への射影結果 
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